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地震による津波のうち海洋プレート内地震の津波評価
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本資料の説明内容

■ 本資料の主な説明内容は以下に示すとおり。

基準津波の策定

津波に対する安全性評価（砂移動評価）

津波発生要因の組合せ

地震による津波 地震以外の要因による津波

海洋プレート内地震
の津波評価

地すべりの
津波評価

火山現象の
津波評価

プレート間地震
の津波評価

超過確率の参照

歴史記録及び津波堆積物に関する調査

海域の活断層による地殻内
地震の津波評価

本資料の説明内容

前回までの説明内容
（コメント対応中含む）

津波評価手法

及び計算条件

・ それぞれの津波発生要因の津波評価等の下には、津波の大きさの程度を示すため、敷地前面の津波高（現時点の評価結果）等を記載している。なお、津波発生要因の組合せの津波高は、検討中のため記載していない。

(遠州灘沿岸域において概ね5～10m)

(T.P.+6.3m
:s26地点の海底地すべり)

(T.P.+6.1m
:御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震)

(T.P.+6.2m
:A-5・A-18断層の地震)

(T.P.+22.7m
:南海トラフのプレート間地震)

(T.P.+2.9m
:御蔵島の山体崩壊)

本資料にて説明
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1 地震による津波の評価概要

基準津波の策定の評価方針
（全体方針(1/2)）

全体方針
■基準津波は、歴史記録及び津波堆積物に関する調査を行ったうえで、敷地に影響を及ぼす可能性のある津波発生要因として、地震による津波（プレート間地震、海
洋プレート内地震、海域の活断層による地殻内地震の津波）及び地震以外の要因による津波（地すべり（斜面崩壊含む）、火山現象の津波）について、最新の
科学的・技術的知見に基づき不確かさを考慮した津波評価を行うとともに、津波発生要因の組合せも考慮して、水位上昇側および水位下降側のそれぞれについて、敷
地に及ぼす影響が最も大きい津波を基準津波として策定する。

基準津波の策定

津波発生要因の組合せ

地震による津波 地震以外の要因による津波

海洋プレート内地震
の津波評価

地すべりの
津波評価

火山現象の
津波評価

プレート間地震
の津波評価

歴史記録及び津波堆積物に関する調査

海域の活断層による
地殻内地震の津波評価

第1152回資料1-2
p.5再掲
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1 地震による津波の評価概要

基準津波の策定の評価方針
（全体方針(2/2)）

津波影響が支配的と考えられる
津波発生要因

その他の津波発生要因

海洋プレート内地震

火山現象

プレート間地震

■基準津波の策定に当たっては、地震規模が大きく浜岡敷地への津波影響が支配的と考えられるプレート間地震を中心とし、プレート間地震およびそれと組合せるその他の
津波発生要因について網羅的な検討を実施する。

■ここで、その他の津波発生要因のうち、地すべりおよび海域の活断層による地殻内地震について、地すべりはプレート間地震の地震動により発生し津波が重なる可能性が
あること、海域の活断層はプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し津波が重なる可能性を否定できないことを慎重に考慮し、それぞれプレート間地
震との組合せを検討する。

■一方、海洋プレート内地震および火山現象について、海洋プレート内地震は、海域の活断層とは異なり、プレート境界の下盤にその断層が位置しプレート間地震の破壊が
伝播することは考えにくく、プレート間地震の津波と海洋プレート内地震の津波とが同時発生したことが確認された事例もないこと、火山現象は、プレート間地震から離れた地
域にその波源が位置しており、またプレート間地震の津波と火山現象の津波とが同時発生することは考えにくく、それが確認された事例もないことから、いずれもプレート間地
震との組合せは検討せず、敷地への津波影響がプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認する。

プレート間地震との
組合せを検討

敷地への津波影響が支配的と
考えられるプレート間地震を中心
として検討

プレート間地震との組合せを検討する要因

プレート間地震との組合せを検討しない要因

：網羅的な検討を実施する項目

➡敷地への津波影響がプレート間地震と比べて小さいことを確認

海域の活断層による地殻内地震

海洋プレート内地震

地すべり

火山現象

下盤

上盤

地すべり

海域の活断層による地殻内地震

津波発生要因と一般的なプレート境界周辺のイメージ図

プレート間
地震

第1178回資料3-1
p.9再掲
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1 地震による津波の評価概要

基準津波の策定の評価方針
（各津波発生要因の津波の評価方針）

第1208回資料1-2
p.7一部修正

津波発生要因の組合せ（評価方針）
■津波発生要因に係る敷地の地学的背景、津波発生要因の関連性を踏まえ、敷地への津波影響が支配的と考えられるプレート間地震とその他の津波発生要因との組

合せを検討することとし、その他の津波発生要因のうち、地すべりはプレート間地震の地震動により発生し津波が重なる可能性があることから、プレート間地震と地すべりの
組合せを検討する。また、海域の活断層による地殻内地震は、海域の活断層がプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し発生する津波が重なる
可能性を否定できないことを慎重に考慮して、プレート間地震と海域の活断層による地殻内地震の組合せを検討する。

■プレート間地震と地すべり、海域の活断層による地殻内地震の組合せは、それぞれ単独の津波評価の結果から、敷地への影響が大きい津波波源を津波の時刻歴波
形等に基づいて選定し、津波波源における地震動の継続時間を考慮して津波を組合せる時間差の網羅的な検討を行う。

地震以外の要因による津波（評価方針）
■ 敷地に影響を及ぼす可能性のある地震以外の要因による津波として、地すべり（斜面崩壊含む）、火山現象の津波評価を行う。

■地すべりの津波は、プレート間地震による地震動により発生し津波が重なる可能性があることから、敷地への影響の観点から網羅的な検討を行うこととし、最新の科学
的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性のある敷地周辺の地すべり地形を抽出したうえで、地すべり体の体積及び敷地からの距離等に基づき敷地に影響
が大きいものを検討対象とする地すべりとして複数選定し、地すべり前の地形を復元して波源モデルを設定し複数の地すべり評価手法で津波評価を行う。

■火山現象の津波は、プレート間地震から離れた地域にその波源が位置しており、またプレート間地震と火山現象とが同時発生する津波評価上の関連性はないと考えら
れることから、敷地への津波影響がプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認することとし、敷地の地理的領域の火山及び敷地南方の伊豆小笠原弧の火山につい
て、最新の科学的・技術的知見に基づき津波を発生させる火山現象の有無とその規模を調査・評価して、それぞれの火山現象に応じた津波予測式による津波評価を
行うとともに、敷地への影響が相対的に大きい火山現象については、波源モデルを設定して数値シミュレーションによる津波評価を行う。

地震による津波（評価方針）
■敷地に影響を及ぼす可能性のある地震による津波として、プレート間地震、海洋プレート内地震、海域の活断層による地殻内地震の津波評価を行う。

■プレート間地震の津波は、地震規模が大きく敷地への影響が支配的と考えられることから、敷地への影響の観点から特に網羅的な検討を行うこととし、敷地に近い南海
トラフのMw9クラスのプレート間地震を検討対象とする地震として選定し、南海トラフおよび国内外の巨大地震の最新知見に基づき、南海トラフの特徴と東北沖地震の
知見とを反映した検討波源モデルを複数設定したうえで、津波評価に影響を与える主要な因子を考慮してパラメータスタディを網羅的に実施する。プレート間地震の津波
の評価に当たっては、付加体が発達し分岐断層が確認されている南海トラフの特徴を踏まえて、プレート間地震に伴う分岐断層への破壊伝播を考慮する。

■海域の活断層による地殻内地震の津波は、海域の活断層がプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し発生する津波が重なる可能性を否定で
きないことを慎重に考慮して、敷地への影響の観点から網羅的な検討を行うこととし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性のある海域の活
断層による地殻内地震を想定したうえで、阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、津波評価に影響を与
える主要な因子を考慮してパラメータスタディを網羅的に実施する。

■海洋プレート内地震の津波は、海域の活断層とは異なり、プレート境界の下盤にその断層が位置しプレート間地震と海洋プレート内地震とが同時発生する津波評価上
の関連性はないと考えられることから、敷地への影響がプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認することとし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及
ぼす可能性のある海洋プレート内地震を想定したうえで、阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、波源モ
デルを設定して数値シミュレーションによる津波評価を行う。

別途説明

今回コメント回答

今後説明

審査終了

審査終了
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1 地震による津波の評価概要

プレート間地震の津波評価の全体概要
第1208回資料1-2

p.8一部修正

プレート間地震の津波評価結果
・敷地前面の上昇水位は、最大T.P.+22.7m（基準断層モデル1-1（検討波源モデルA、大すべり域1箇所）のケース）
・1~5号取水槽の上昇水位は、1~4号（敷地標高6m）で最大T.P.+9.6m、５号（敷地標高8m）で最大T.P.+11.8m

（基準断層モデル3-2（検討波源モデルD、大すべり域1箇所）のケース）
・3、4号取水塔の水位低下時間は、最大13.6min（基準断層モデル2-3（検討波源モデルA、大すべり域2箇所）のケース）

検討対象地震の選定
■文献調査及び数値シミュレーションに基づき敷地への津波影響を確認のうえ、敷地に近い「南海トラフのMw9クラスのプレート間地震」を検討対象地震として選定した。

基準断層モデルの設定
■基準断層モデルは、まず、歴史記録から確認される南海トラフの既往最大地震（宝永地震）の広域の津波特性を考慮する観点から、広域の津波特性を考慮できる土木

学会(2016)の手法を用い、既往最大地震の津波痕跡再現モデル(Mw8クラス)を検討し、それを基に東北沖地震の知見を反映した既往最大地震の広域の津波特性を
考慮した検討波源モデル(Mw9クラス)を設定（検討波源モデルC）した。

■次に、より敷地への影響が大きいモデルを設定する観点から、正対する沿岸域に大きな津波を発生させる内閣府(2012)の手法を参考に、敷地が位置する遠州灘沿岸域に
おいて既往最大地震以外も含む既往5地震の津波痕跡再現モデル(Mw8クラス)を検討し、それを基に東北沖地震の知見を反映した敷地周辺への津波影響を特に考慮
した検討波源モデル(Mw9クラス)を設定（検討波源モデルA）し、更に、南海トラフの特徴の考慮として、分岐断層を考慮したモデル（検討波源モデルB）を、敷地への影
響の観点から、広域の津波特性を考慮した検討波源モデルCの超大すべり域の深さを反映したモデル（検討波源モデルD）を設定した。

■設定したこれらの検討波源モデルに対し、敷地への影響が支配的と考えられる大すべり域の位置に関する概略パラメータスタディを実施することにより、敷地への影響が大き
い複数の基準断層モデルを設定（基準断層モデル1-1～5、2-1～3、3-1～3、4-1）した。

プレート間地震の津波評価の方針
■プレート間地震の津波評価は、敷地に近い南海トラフのMw9クラスのプレート間地震を検討対象とする地震として選定し、南海トラフおよび国内外の巨大地震の最新知見に

基づき、南海トラフの特徴と東北沖地震の知見とを適切に反映した複数の検討波源モデルを設定したうえで、敷地への影響が支配的と考えられる大すべり域の位置に関するパ
ラメータスタディを実施して基準断層モデルを設定し、津波評価に影響を与える動的パラメータに関するパラメータスタディを、内閣府の最大クラスモデルのパラメータを含めて
網羅的に実施することにより、不確かさを考慮した津波評価を行い、内閣府の最大クラスモデルとの比較による確認も行ったうえで、敷地に及ぼす影響が最も大きいケースをプ
レート間地震の津波評価結果とする。

動的パラメータに関するパラメータスタディ
■設定した基準断層モデルに対し、動的パラメータ（ライズタイム、破壊伝播速度・破壊開始点）に関する詳細パラメータスタディを、国内外の巨大地震・津波に基づく知見

や内閣府の最大クラスモデルのパラメータ設定を含めて、敷地への影響の観点から網羅的に検討した。その際、Mw9クラスの地震ではライズタイムが津波水位に与える影響が大
きいと考えられることを考慮して、まずライズタイム、次に破壊伝播速度・破壊開始点の順でパラメータスタディを実施した。これらのパラメータスタディ結果について、パラメータスタ
ディ因子の影響分析を行い、大すべり域の位置、ライズタイム、破壊伝播速度・破壊開始点のパラメータスタディの順序などが網羅的な検討として妥当であることを確認した。

内閣府の最大クラスモデルとの比較による確認
■設定した波源モデルのパラメータ設定や津波評価結果について、内閣府の最大クラスモデルとの比較を行った結果、敷地の津波評価が、内閣府の最大クラスモデルのパラ
メータを含めた検討になっていること、そのうえで敷地への影響の観点からより幅広く不確かさを考慮したものとなっていることから、敷地のプレート間地震の津波評価は妥
当であることを確認した。
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1 地震による津波の評価概要

海洋プレート内地震の津波評価の全体概要

海洋プレート内地震に関する調査
■敷地周辺で津波を発生させる南海トラフの海洋プレート内地震および南海トラフ沖合の海洋プレート内地震に関する文献調査を実施し、敷地に影響を及ぼす可能性

がある海洋プレート内地震を想定した。
■南海トラフの海洋プレート内地震に関し、南海トラフのフィリピン海プレートで発生した最大規模の過去地震（2004年紀伊半島南東沖の地震（本震M7.4））の他、

当該プレートと特徴が類似した海洋プレートで発生した地震規模、海洋プレートの地域性を考慮した地震規模を調査して、地震規模を保守的にMw7.5としたうえで、南
海トラフのフィリピン海プレートで発生する海洋プレート内地震の発生場所を予め特定することは困難であると考え、敷地前面の海溝軸沿いで敷地に近い位置に「御前崎
沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」を想定した。

■南海トラフ沖合の海洋プレート内地震に関し、地質構造図に基づき、南海トラフの沖合に認められる「銭州断層系による海洋プレート内地震」を想定した。

検討対象とする地震の選定
■想定した海洋プレート内地震について、阿部(1989)の予測式により津波高を評価し、敷地への影響が相対的に大きい「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地
震」を検討対象とする地震として選定した。

■なお、選定に当たっては、これら地震よりもさらに遠方の伊豆島弧周辺の地震に関する影響検討も実施し、阿部(1989)の予測式による津波高が「御前崎沖の想定沈み
込む海洋プレート内地震」より小さいことも確認した。

海洋プレート内地震の津波評価
■「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」について、波源モデルを南海トラフのフィリピン海プレートで発生した過去地震の知見（2004年紀伊半島南東沖の地震

の分析結果等）に基づき設定し、波源位置を敷地前面の海溝軸沿いで敷地に近い複数箇所に設定して、数値シミュレーションによる津波評価を実施した。
■津波評価の結果、海洋プレート内地震の津波による影響は、Mw9クラスのプレート間地震の津波による影響と比較して明らかに小さいことを確認したことから、断層パラ

メータに関するパラメータスタディまでは実施しないこととした。

海洋プレート内地震の津波評価の方針
■海洋プレート内地震の津波評価は、プレート境界の下盤にその断層が位置しプレート間地震と海洋プレート内地震とが同時発生する津波評価上の関連性はないと考えら

れることから、敷地への影響がプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認することとし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性のある海洋プ
レート内地震を想定したうえで、阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、波源モデルを設定して数値シミュ
レーションによる津波評価を行う。

海洋プレート内地震の津波評価結果* （「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の津波評価結果）
・敷地前面の上昇水位は最大T.P.＋6.1m
・1~5号取水槽の上昇水位は1~4号(敷地標高6m)で最大T.P.+3.8m、５号(敷地標高8m)で最大T.P.+4.2m
・3，4号取水塔の下降水位は最大T.P.-7.0m（水位低下時間0.9min）

*朔望平均潮位（満潮位T.P.+0.80m、干潮位T.P.-0.93m）を考慮

第1208回資料1-2
p.9一部修正
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1 地震による津波の評価概要

海域の活断層による地殻内地震の津波評価の全体概要

海域の活断層による地殻内地震の津波評価結果*

・敷地前面の上昇水位は最大T.P.＋6.2m（「A-5・A-18断層の地震」の津波評価結果）
・1~5号取水槽の上昇水位は1~4号(敷地標高6m)で最大T.P.+3.1m、５号(敷地標高8m)で最大T.P.+2.9m

（「御前崎海脚西部の断層帯の地震」の津波評価結果）
・3，4号取水塔の下降水位は最大T.P.-6.1m（水位低下時間0.6min）（「御前崎海脚西部の断層帯の地震」の津波評価結果）

活断層調査（分岐断層、地殻内地震として考慮する断層の選定）
■ 敷地周辺海域の活断層調査結果に基づき認定した敷地周辺の海域の活断層について、文献調査、詳細な地形調査及び音波探査記録による検討を実施し、分岐断

層とされる知見があり顕著な地形的高まりとの関連が認められる海域の活断層は、プレート間地震に伴う分岐断層として選定した。それ以外の分岐断層とされる知見がな
く顕著な地形的高まりとの関連が認められない海域の活断層は、地殻内地震として考慮する活断層として選定した。

検討対象とする地殻内地震の選定
■地殻内地震として考慮する活断層として選定した海域の活断層による地殻内地震について、阿部(1989)の予測式により津波高を評価し、敷地への影響が相対的に大

きい「御前崎海脚西部の断層帯の地震」、「A-5・A-18断層の地震」、「A-17断層の地震」および「遠州断層系の地震」を検討対象として選定した。

海域の活断層による地殻内地震の津波評価
■「御前崎海脚西部の断層帯の地震」、「A-5・A-18断層の地震」、「A-17断層の地震」および「遠州断層系の地震」について、土木学会(2016)の方法を用い、波源

モデルを活断層調査結果に基づいて設定し、津波評価に影響を与える主要な因子として傾斜角、すべり角、断層上端深さの不確かさを考慮し、これらの組合せのパラメー
タスタディを実施した。

*朔望平均潮位（満潮位T.P.+0.80m、干潮位T.P.-0.93m）を考慮

海域の活断層による地殻内地震の津波評価の方針
■海域の活断層による地殻内地震の津波評価は、海域の活断層がプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し発生する津波が重なる可能性を否定

できないことを慎重に考慮して、敷地への影響の観点から網羅的な検討を行うこととし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性のある海域の活
断層による地殻内地震を想定したうえで、阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、津波評価に影響を与え
る主要な因子を考慮してパラメータスタディを網羅的に実施する。

第1208回資料1-2
p.10再掲
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第1208回資料1-1
p.44一部修正

1 地震による津波の評価概要

プレート間地震とその他の地震の組合せに関する考え方

■プレート間地震とその他の地震（上盤の内陸地殻内地震、下盤の海洋プレート内地震）の組合せについて、これらの地震が因果関係を持って同時発生し、津波が
重なり合う可能性がある「(1)プレート間地震に伴う応力変化による別の地震の発生」、「(2)プレート間地震の破壊の直接伝播による一体性のある連動発生」
の観点から、南海トラフの地学的背景を整理し、南海トラフにおける津波評価上の関連性を検討した。

■その結果、「(1)プレート間地震に伴う応力変化による別の地震の発生」について、まずプレート間地震後の別の地震の発生状況を確認した結果、プレート間地震
に伴う応力変化の影響などにより津波被害を発生させる可能性のある大規模（M7以上）の内陸地殻内地震もしくは海洋プレート内地震が発生する時間間隔は、
2011年東北沖地震の事例では約40分であるが、Mw9クラスのその他の地震や南海トラフの地震の事例では数か月～数十年の期間があることから、応力変化の影
響により津波が組合さる可能性は低いと考えられる。また、南海トラフの地震のメカニズム解および海底断層分布に基づき、プレート間地震による別の断層活動への
影響を確認した結果、敷地周辺の南海トラフでは、プレート境界の上盤・下盤とも主に逆断層等の圧縮型の断層が分布しており、圧縮型の断層はプレート間地震に
伴う伸張作用により活動が緩和される方向となる。また、南海トラフの東方には伊豆島弧の背弧拡大に伴い形成された正断層群が分布するが、これらは南海トラフか
ら離れているとともに、南海トラフの沈み込みに伴う応力変化によって形成されるプレート境界の下盤の断層とは、形成メカニズムが異なる。これらのことから、プレート間
地震に伴う応力変化により津波被害を発生させる可能性のある大規模（M7以上）の内陸地殻内地震もしくは海洋プレート内地震が同時発生する津波評価上
の関連性はなく、 (1) 応力変化の観点からは、プレート間地震との組合せを考慮する必要はないと評価した。

■また、「(2)プレート間地震の破壊の直接伝播による一体性のある連動発生」について、南海トラフの沈み込み帯の構造等に関する知見を確認した結果、分岐断
層は、沈み込み帯の発達に伴い上盤のトラフ軸付近の付加体内部に形成される構造であり、プレート間地震の破壊が分岐断層に伝播することにより、プレート間地
震と連動して活動することを示す知見があること、その活動の繰り返しにより外縁隆起帯等の顕著な隆起地形が形成されていることから、プレート間地震と津波評価
上の関連性があると評価し、これを考慮した津波評価を実施することとした。これに関連し、上盤の分岐断層以外の内陸地殻内地震の活断層は、外縁隆起帯等
より陸側のより古い付加体内部に分布し、分岐断層とされる知見がなく、外縁隆起帯等の顕著な隆起地形との関連も認められないことから分岐断層のようにはプレー
ト間地震の破壊が伝播していないと考えられるが、上盤における複雑な付加体内部の構造を考慮すると断層の形成要因が分岐断層と類似している可能性があり、
プレート間地震の破壊の一部が伝播する可能性は考えられることから、(2)破壊伝播の観点から、プレート間地震と津波評価上の関連性があると評価し、プレート間
地震との組合せを考慮することとした。
一方、下盤の海洋プレート内地震は、分岐断層が上盤のトラフ軸付近の付加体内部に形成される構造であり付加体のない下盤では形成されないこと、プレート間
地震の破壊が海洋プレート内地震の断層に伝播することを示す知見・事例もないことから、(2)破壊伝播の観点からも、プレート間地震と津波評価上の関連性はなく、
プレート間地震との組合せを考慮する必要はないと評価した。
なお、プレート間地震と海洋プレート内地震の連動発生を考慮しないという評価方針は、国内外の最新知見を踏まえて南海トラフの最大クラスの津波を想定した内
閣府(2012)が、南海トラフのプレート間地震と海洋プレート内地震とは「別地震とし、一体性のある連動については想定しない」としていることと、整合的である。
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1 地震による津波の評価概要

浜岡原子力発電所の概要

取水槽溢水防止壁（T.P.+10mもしくはT.P.+12m）

防波壁（T.P.+22m）

浜岡原子力発電所 全体配置図

 
新 

野 

川 

T.P.＋6m

T.P.＋8m

２号取水槽

１号取水槽

３号
放水口

４号
放水口

５号
取水塔

１、２号
放水口

１号
取水塔

５号炉

５号
取水槽

４号
取水塔

３号
取水塔

４号炉

５号
放水口

２号
取水塔

３号
取水槽

４号
取水槽

１号炉
２号炉

３号炉

敷地標高

凡例

取水槽溢水防止壁

防波壁（T.P.+22m）

改良盛土
（T.P.+22m～+24m）

3、4号 T.P.+10m
5号 T.P.+12m

0 100 200m

改良盛土
（T.P.+22m～+24m）

防波壁（T.P.+22m）

改良盛土（T.P.+22m～+24m）

T.P.＋40m以上

約600m

・防波壁･改良盛土、取水槽溢水防止壁の構造については第1109回資料1-3 1章を参照。
なお、防波壁・改良盛土等の津波対策に関しては、今後、基準津波の確定後、必要な対策を行っていく。

■施設の概要
➢ 浜岡原子力発電所の敷地標高は、1号炉～4号炉建屋周辺でT.P.+6m、5号炉建屋周辺

でT.P.＋8m。また、敷地北側に標高T.P.＋40mの高台等を有している。
➢ 敷地前面には、防波壁（T.P.+22m）を延長約1.6kmにわたって設置しており、その両端を
改良盛土（T.P.+22m～+24m）に接続している。

➢ 原子炉機器冷却水系に必要な海水は、敷地沖合約600mに位置する取水塔から取水
トンネルを経て敷地内の取水槽へ導き、取水している。

➢ 取水槽の周囲には、取水槽溢水防止壁（3、4号：天端高T.P.+10m、5号：天端高
T.P.+12m）を設置している。

第1020回資料2-1
p.55再掲
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津波発生要因 名称 Mj Mw 敷地周辺の津波高

プレート間
地震

南海トラフ

1944年昭和東南海地震 7.9 8.1-8.2

5～10m程度
(遠州灘沿岸域)

1854年安政東海地震 8.4 －

1707年宝永地震 8.6 －

1605年慶長地震 7.9 －

1498年明応地震 8.2-8.4 －

南西諸島海溝 敷地周辺に影響を及ぼした津波は確認されていない。 －

伊豆・小笠原海溝 1972年八丈島東方沖地震 7.2 － 0.25m*2 (御前崎市)

日本海溝 2011年東北地方太平洋沖地震 9.0 9.0 1.44m (御前崎市)

遠地津波

1952年カムチャツカ地震 － 9.0

0.3～1.9*2m
(遠州灘沿岸域)

1960年チリ地震 － 9.5

1964年アラスカ地震 － 9.2

1996年ニューギニア島沖地震 － 8.1

2010チリ地震 － 8.8

海洋プレート内地震*3 2004年紀伊半島南東沖の地震 7.4 7.5 0.5m (御前崎市)

海域の活断層による地殻内地震 敷地周辺に影響を及ぼした津波は確認されていない。 －

地すべり 2009年駿河湾の海底地すべり 0.36m (御前崎市)

火山現象 2022年トンガの火山噴火 (0.7m (御前崎市))*4

各津波発生要因による敷地周辺の主な既往津波

日本列島周辺の海底地形

(海上保安庁「海洋台帳」を基に作成)

浜岡原子力発電所

フィリピン海

プレート

ユーラシア

プレート

太平洋

プレート

北米

プレート

日向灘

0 200km 400km

*2 文献には最大全振幅が記載されているため、最大全振幅の1/2を津波高と仮定した。
*3 なお、2010年小笠原諸島父島近海の海洋プレート内地震（太平洋プレート内の地震、Mw7.3）について、敷地周辺の御前崎市では津波

は観測されていない。（気象庁(2010b)）
*4 本事象に伴う潮位変化は、大気中を伝播する波による影響が支配的であったと考えられており(防災科学技術研究所 (2022) 、気象庁

(2022a))、基準津波の策定において評価している海面を伝播する津波とはやや異なることから、括弧書きで表記した。

■ 南海トラフの沿岸域を対象として、伝承を含む歴史記録に基づく津波痕跡の文献調査*1を実施した。
その結果、敷地が位置する遠州灘沿岸域では、南海トラフのプレート間地震が他の津波発生要因よりも大きな影響を及ぼしていることを確認。

■ 南海トラフのプレート間地震による遠州灘沿岸域の津波高は、概ね5～10m。

*1 国内外の津波痕跡に関する主な科学技術系論文データベース等を対象とし、敷地周辺を含む南海トラフの沿岸域の津波高が整理されている文献を抽出。
・津波痕跡データベース ・地震調査委員会等のHP ・J-STAGE ・CiNii ・KAKEN ・JAIRO ・当社歴史地震調査

第1178回資料3-1
p.25再掲

1 地震による津波の評価概要

敷地周辺の既往津波
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1 地震による津波の評価概要

プレート間地震の津波評価の検討概要
第1208回資料1-2

p.13一部修正

別途説明

プレート間地震の津波評価

■プレート間地震の津波評価は、敷地に近い南海トラフのMw9クラスのプレート間地震を検討対象地震として選定し、南海トラフおよび国内外の巨大地震の最新知
見に基づき、南海トラフの特徴と東北沖地震の知見とを適切に反映した複数の検討波源モデルを設定したうえで、敷地への影響が支配的と考えられる大すべり域の位
置に関するパラメータスタディを実施して基準断層モデルを設定し、津波評価に影響を与える動的パラメータに関するパラメータスタディを、内閣府の最大クラスモデ
ルのパラメータを含めて網羅的に実施することにより、不確かさを考慮した津波評価を行い、内閣府の最大クラスモデルとの比較による確認も行ったうえで、敷地に及ぼ
す影響が最も大きいケースをプレート間地震の津波評価結果とする。

検討対象地震の選定 (本編1章)

基準断層モデルの設定 (本編2章)

動的パラメータに関するパラメータスタディ(本編3章)
（動的パラメータに関する詳細パラメータスタディ）

基準断層モデルの設定 (本編2.3章)

（大すべり域の位置に関する概略パラメータスタディ）

既往最大地震の広域の津波特性を考慮した検討波源モデルの設定
・既往最大地震の津波痕跡再現モデル(Mw8）
➡既往最大地震の広域の津波特性を考慮した検討波源モデル(Mw9)(検討波源モデルC)

敷地周辺への津波影響を特に考慮した検討波源モデルの設定
・遠州灘沿岸域の5地震の津波痕跡再現モデル(Mw8）
➡敷地周辺への津波影響を特に考慮した検討波源モデル(Mw9)(検討波源モデルA→B,D)

より敷地への影響が
大きいモデルを設定

(本編2.1章)

(本編2.2章)

内閣府の最大クラスモデルとの比較による確認 (本編4章)

・ 文献調査及び数値シミュレーションに基づき敷地への津波影響を確認のうえ、
敷地に近い「南海トラフのMw9クラスのプレート間地震」を検討対象地震として選定。

・設定した波源モデルのパラメータ設定や津波評価結果について、内閣府の最大クラスモデル
との比較を行い、敷地への影響の観点から、プレート間地震の津波評価の妥当性を確認。

・設定した基準断層モデルに対して、津波評価に影響を与える動的パラメータ（ライズタイム、
破壊伝播速度、破壊開始点）に関する詳細パラメータスタディを、国内外の巨大地震・
津波に基づく知見や内閣府の最大クラスモデルのパラメータ設定を含めて、敷地への影響の
観点から網羅的に実施。

・ 基準断層モデルは、まず、歴史記録から確認される南海トラフの既往最大地震（宝永地
震）の広域の津波特性を考慮する観点から、広域の津波特性を考慮できる土木学会
(2016)の手法を用い、既往最大地震の津波痕跡再現モデル(Mw8クラス)を検討し、それ
を基に東北沖地震の知見を反映した既往最大地震の広域の津波特性を考慮した検討波
源モデル(Mw9クラス)を設定（検討波源モデルC）。

・ 次に、より敷地への影響が大きいモデルを設定する観点から、正対する沿岸域に大きな津波
を発生させる内閣府(2012)の手法を参考に、敷地が位置する遠州灘沿岸域において既
往最大地震以外も含む既往5地震の津波痕跡再現モデル(Mw8クラス)を検討し、それを
基に東北沖地震の知見を反映した敷地周辺への津波影響を特に考慮した検討波源モデ
ル(Mw9クラス)を設定（検討波源モデルA）し、更に、南海トラフの特徴の考慮として、分
岐断層を考慮したモデル（検討波源モデルB）を、敷地への影響の観点から、広域の津波
特性を考慮した検討波源モデルCの超大すべり域の深さを反映したモデル（検討波源モデル
D）を設定。

・ 敷地への影響が支配的と考えられる大すべり域の位置に関する概略パラメータスタディを
実施することにより、基準断層モデルを設定。

(広域の津波特性を考慮した検討波源モデルCの
超大すべり域の深さを反映したモデルも設定)
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南海トラフ

御前崎沖の
想定沈み込む
海洋プレート内地震
（Mw7.5）

銭洲断層系による
海洋プレート内地震

2004年紀伊半島

南東沖の地震
（M7.4）

海洋プレート内地震の断層位置

■海洋プレート内地震の津波評価は、プレート境界の下盤にその断層が位置しプレート間地震と海洋プレート内地震とが同時発生する津波評価上の関連性はないと
考えられることから、敷地への影響がプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認することとし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性
のある海洋プレート内地震を想定したうえで、阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、波源モデルを
設定して数値シミュレーションによる津波評価を行った。

海洋プレート内地震に関する調査

■敷地周辺で津波を発生させる海洋プレート内地震に関する文献調査を実施し、敷地に影響を及
ぼす可能性がある海洋プレート内地震を想定した。

検討対象とする地震の選定

■想定した海洋プレート内地震について、阿部(1989)の予測式により津波高を評価し、敷地への
影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定した。

海洋プレート内地震の津波評価

■「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」について、波源モデルを南海トラフのフィリピン海
プレートで発生した過去地震の知見に基づき設定し、波源位置を敷地前面の海溝軸沿いで敷
地に近い複数箇所に設定して、数値シミュレーションによる津波評価を実施した。

➡南海トラフのMw9クラスのプレート間地震の津波と比べて明らかに小さいことを確認したことか
ら、断層パラメータに関するパラメータスタディまでは実施しないこととした。

・御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震
（南海トラフ沿いで発生した最大規模の過去地震(M7.4)等に基づき、
保守的にMw7.5の地震を敷地に近い遠州灘沿岸域の御前崎沖に想定）

銭洲断層系による海洋プレート内地震
（地質構造図に基づき想定）

・津波評価では、朔望平均潮位（満潮位T.P.+0.80m、干潮位T.P.-0.93m）を考慮。

検討対象とした地震

南海トラフの海洋プレート内地震 南海トラフ沖合の海洋プレート内地震

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

6.1 2.9 3.8 3.8 4.2

最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

-7.0(0.9min) -7.0(0.9min)

第1208回資料1-2
p.14一部修正

1 地震による津波の評価概要

海洋プレート内地震の津波評価の検討概要
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第1208回資料1-2
p.15再掲

■海域の活断層による地殻内地震の津波評価は、海域の活断層がプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し発生する津波が重なる可能性
を否定できないことを慎重に考慮して、敷地への影響の観点から網羅的な検討を行うこととし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性の
ある海域の活断層による地殻内地震を想定したうえで、阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、津
波評価に影響を与える主要な因子を考慮してパラメータスタディを網羅的に実施した。

活断層調査（分岐断層、地殻内地震として考慮する断層の選定）

■ 敷地周辺海域の活断層調査結果に基づき認定した海域の活断層について、分岐断層とされる
知見があり顕著な地形的高まりとの関連が認められる分岐断層と、分岐断層とされる知見がなく
顕著な地形的高まりとの関連が認められない地殻内地震として考慮する活断層を選定した。

海域の活断層による地殻内地震の津波評価

分岐断層（4断層）地殻内地震として考慮する活断層（13断層）

プレート間地震の津波評価
分岐断層として選定した海域の活断層は、「プレート間地震の
津波評価」において、プレート境界面の破壊が上盤に位置する
分岐断層に伝播することを考慮した津波評価を実施。

(『プレート間地震の津波評価』参照)

津波発生要因の組合せ

活断層調査結果

浜岡原子力発電所

海域の活断層

地殻内地震の活断層

分岐断層

・津波評価では、朔望平均潮位（満潮位T.P.+0.80m、干潮位T.P.-0.93m）を考慮。

御前崎海脚西部の断層帯
A-5・A-18断層

遠州断層系

A-17断層

検討対象とする地殻内地震の選定

■地殻内地震として考慮する活断層による地震について、阿部(1989)の予測式により津波高を
評価し、敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定した。

検討対象とした地震
・御前崎海脚西部の断層帯の地震
・A-17断層の地震

・A-5・A-18断層の地震
・遠州断層系の地震

海域の活断層による地殻内地震の津波評価

■検討対象とした地震について、土木学会(2016)の方法を用い、波源モデルを活断層調査結
果に基づいて設定し、津波評価に影響を与える主要な因子として傾斜角、すべり角、断層上端
深さの不確かさを考慮し、これらの組合せのパラメータスタディを実施した。

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

6.2 2.2 3.0 3.1 2.9

最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)
3号取水塔 4号取水塔

-6.1(0.6min) -6.0(0.5min)

・傾斜角：基準とする傾斜角±10°の範囲
・すべり角：基準とするすべり角±20°の範囲

・断層上端深さ：0、2.5、5.0km
〇パラメータスタディ範囲

1 地震による津波の評価概要

海域の活断層による地殻内地震の津波評価の検討概要
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津波発生要因
最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)

備考
3号取水塔 4号取水塔

プレート間地震 南海トラフのプレート間地震 海底面(13.6min) 海底面(13.5min)
検討波源モデルA（基準断層モデル2-3）
東海地域の大すべり域2箇所：東へ30km・距離120km
ライズタイム90s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P1

海洋プレート内地震 御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震 -7.0(0.9min) -7.0(0.9min) 断層位置：位置②・内陸側に20km・北西傾斜

海域の活断層による
地殻内地震

御前崎海脚西部の断層帯の地震 -6.1(0.6min) -6.0(0.5min) 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：90°、断層上端深さ：0km

A-5・A-18断層の地震 -2.0(なし) -2.0(なし) 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：80°、断層上端深さ：0km

A-17断層の地震 -1.5(なし) -1.5(なし) 傾斜角：50°(浅部)・25°(深部)、すべり角：90°、断層上端深さ：0km

遠州断層系の地震 -2.2(なし) -2.2(なし) 傾斜角：100°、すべり角：160°、断層上端深さ：2.5km

1 地震による津波の評価概要

地震による津波の評価結果一覧
第1208回資料1-2

p.16再掲

■ 地震による津波の評価結果は以下のとおり。

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

（水位上昇側）

（水位下降側）

太字：全評価結果の中で、敷地への影響が最も大きいケース

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・水位低下時間：取水塔地点の水位が取水塔吞口下端レベル(T.P.-6m)を下回り取水塔から取水できない時間

（なし：水位低下時間が発生していないことを示す。）
・海底面：最大下降水位時に海底面(約T.P.-10m)がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

津波発生要因
最大上昇水位(T.P. m)*1

備考敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

プレート間地震 南海トラフのプレート間地震
22.7 4.6 7.3 8.1 10.1

検討波源モデルA （基準断層モデル1-1）東海地域の大すべり域1箇所：東へ40km
ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

19.8 6.4 9.0 9.6 11.8
検討波源モデルD（基準断層モデル3-2）東海地域の大すべり域1箇所：東へ60km
ライズタイム60s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

海洋プレート内地震 御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

6.1 2.3 3.5 3.5 3.7 断層位置：位置②・内陸側に20km・北西傾斜

6.0 2.9 3.7 3.7 4.2 断層位置：位置②・内陸側に10km・南東傾斜

4.9 2.6 3.8 3.8 4.0 断層位置：位置②・内陸側に20km・南東傾斜

海域の活断層による
地殻内地震

御前崎海脚西部の断層帯の地震
5.0 2.2 2.9 3.0 2.7 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：100°、断層上端深さ：0km

4.3 2.2 3.0 3.1 2.9 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：90°、断層上端深さ：2.5km

A-5・A-18断層の地震 6.2 1.7 2.1 2.2 2.3 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：80°、断層上端深さ：0km

A-17断層の地震 1.5 1.3 1.5 1.5 1.5 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：80°、断層上端深さ：0km

遠州断層系の地震
3.3 1.5 1.9 1.9 1.9 傾斜角：80°、すべり角：160°、断層上端深さ：0km

3.1 1.9 2.5 2.5 2.3 傾斜角：100°、すべり角：160°、断層上端深さ：5km

*1 防波壁の高さを無限大として解析を実施。また、１・２号取水槽周りに高さ無限大の壁を設定して解析を実施。
・防波壁に関しては、基準津波の確定後、必要な津波対策を実施予定。1、2号取水槽に関しては、基準津波の確定後、
1号取水路出口流路の縮小(流路面積1.0m²)・2号取水路出口流路の閉塞等の対応を実施予定。
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2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価の検討概要

南海トラフ

御前崎沖の
想定沈み込む
海洋プレート内地震
（Mw7.5）

銭洲断層系による
海洋プレート内地震

2004年紀伊半島

南東沖の地震
（M7.4）

海洋プレート内地震の断層位置

■海洋プレート内地震の津波評価は、プレート境界の下盤にその断層が位置しプレート間地震と海洋プレート内地震とが同時発生する津波評価上の関連性はないと
考えられることから、敷地への影響がプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認することとし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性
のある海洋プレート内地震を想定したうえで、阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、波源モデルを
設定して数値シミュレーションによる津波評価を行った。

海洋プレート内地震に関する調査

■敷地周辺で津波を発生させる海洋プレート内地震に関する文献調査を実施し、敷地に影響を及
ぼす可能性がある海洋プレート内地震を想定した。

検討対象とする地震の選定

■想定した海洋プレート内地震について、阿部(1989)の予測式により津波高を評価し、敷地への
影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定した。

・御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震
（南海トラフ沿いで発生した最大規模の過去地震(M7.4)等に基づき、
保守的にMw7.5の地震を敷地に近い遠州灘沿岸域の御前崎沖に想定）

銭洲断層系による海洋プレート内地震
（地質構造図に基づき想定）

・津波評価では、朔望平均潮位（満潮位T.P.+0.80m、干潮位T.P.-0.93m）を考慮。

検討対象とした地震

南海トラフの海洋プレート内地震 南海トラフ沖合の海洋プレート内地震

第1208回資料1-2
p.23一部修正

海洋プレート内地震の津波評価

■「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」について、波源モデルを南海トラフのフィリピン海
プレートで発生した過去地震の知見に基づき設定し、波源位置を敷地前面の海溝軸沿いで敷
地に近い複数箇所に設定して、数値シミュレーションによる津波評価を実施した。

➡南海トラフのMw9クラスのプレート間地震の津波と比べて明らかに小さいことを確認したことか
ら、断層パラメータに関するパラメータスタディまでは実施しないこととした。

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

6.1 2.9 3.8 3.8 4.2

最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

-7.0(0.9min) -7.0(0.9min)
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2 海洋プレート内地震の津波評価

（１）南海トラフの海洋プレート内地震に関する調査
(南海トラフ沿いのフィリピン海プレートが沈み込む領域)

■ 浜岡原子力発電所は、フィリピン海プレートが沈み込む領域のうち、地震調査委員会(2021)による領域１（南海トラフ沿い）の東端に位置する。

■ フィリピン海プレートでは、九州・パラオ海嶺を境として形成年代の異なる海盆が沈み込み、この海嶺より東側には若い四国海盆が、西側には古い西フィリピン海盆が
沈み込んでいる。

■ 領域１（南海トラフ沿い）は四国海盆が沈み込む領域（東海～紀伊～四国）に位置し、プレートの特徴が類似している。また、領域１（南海トラフ沿い）の
西端は、四国海盆と九州・パラオ海嶺の間に位置する遷移帯と概ね一致し、その以西ではプレートの特徴が変化している。

第992回
資料1-6 p.322再掲

＜フィリピン海プレートの海底地形＞
（地震調査研究推進本部「九州・パラオ海嶺」『用語集』に赤い四角を加筆）

＜フィリピン海プレートの構造変化＞
（地震調査委員会(2013)に赤い四角を加筆）

＜震源を予め特定しにくい地震の地域区分＞
（地震調査委員会(2021)に敷地位置、

領域の説明を加筆）

浜岡原子力発電所

フィリピン海プレート
（領域１（南海トラフ沿い））
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2 海洋プレート内地震の津波評価

（１）南海トラフの海洋プレート内地震に関する調査
(南海トラフの海洋プレート内地震の地震規模)

■ 南海トラフの海洋プレート内地震の地震規模に関して、①フィリピン海プレート（南海トラフ沿い）で発生した海洋プレート内地震の最大規模の他、②当該プレートと
特徴が類似した海洋プレートで発生した地震の最大規模や③地震発生層の地域性を考慮した地震規模について調査し、その結果に基づき、南海トラフの海洋プ
レート内地震の地震規模として、2004年紀伊半島南東沖地震（M7.4）と同じ規模を考慮することとした。

＜フィリピン海プレート（領域１（南海トラフ沿い））で発生した
主な海洋プレート内地震の地震規模＞

○：歴史地震の再評価M

○：近年発生した地震の気象庁M

フィリピン海プレート（領域１(南海トラフ沿い)）
（地震調査委員会(2021)による）

浜岡原子力発電所

2004年紀伊半島南東沖の
地震（本震M7.4）

M7.4

②国内外で
フィリピン海プレート

（南海トラフ沿い）と
類似したプレートで

発生した地震

①フィリピン海プレート
（南海トラフ沿い）の

トラフ軸付近で
発生した沈み込む

海洋プレート内地震

ファンデフカプレート
（Cascadia沈み込み帯）で

発生した地震
（Mw=Mjとして検討※1）

2004年紀伊半島南東沖の
地震（本震）

＜南海トラフの海洋プレート内地震の地震規模＞

M7.4

太平洋プレート
（Mj8.1※2、W90km）

フィリピン海プレート
（南海トラフ沿い）
（Mj7.4、W40km）

（スケーリング
を考慮）

≒

③地震発生層の地域性を
考慮した地震規模

南海トラフの海洋プレート内地震の地震規模

M7.4
（2004年紀伊半島南東沖の地震規模）

M6.9

※1 中央防災会議(2004)に基づく。

※2 海溝軸付近
の最大規模は
Mj7.3

第1152回資料1-2
p.35再掲
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2 海洋プレート内地震の津波評価

（１）南海トラフの海洋プレート内地震に関する調査
(①フィリピン海プレート（南海トラフ沿い）で発生した海洋プレート内地震)

＜フィリピン海プレート（領域１（南海トラフ沿い））で発生した主な海洋プレート内地震の地震規模＞

○：歴史地震の再評価M

○：近年発生した地震の気象庁M

フィリピン海プレート（領域１（南海トラフ沿い））
（地震調査委員会(2021)による）

沈み込んだ海洋プレート内地震

沈み込む海洋プレート内地震

・ 1855年遠州灘の地震は、1854年安政東海地震の最大余震であり、プレート間地震と考えられるが、有感範囲が広く、震源近傍の地点では
震度Ⅶとなっており、震源が敷地に比較的近いことを踏まえ、神田・武村(2013)において海洋プレート内地震として再評価された地震規模を示す。

・詳細は、補足説明資料1章を参照。

浜岡原子力発電所

■フィリピン海プレート（領域１（南海トラフ沿い））で発生した地震（歴史地震（神田・武村(2013)等による歴史地震の地震規模の再評価結果による）、気象庁
による近年発生した主な地震）は以下のとおり。

■敷地に比較的近い地震はこれまで知られておらず、敷地から200km程度離れているが、トラフ軸付近で発生した2004年紀伊半島南東沖の地震（本震）の規模は
M7.4となっている。

第1041回資料2-2-1 
p.108再掲
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2 海洋プレート内地震の津波評価

（１）南海トラフの海洋プレート内地震に関する調査
(①フィリピン海プレート（南海トラフ沿い）で発生した海洋プレート内地震：2004年紀伊半島南東沖の地震の概要）

出典 地震モーメント Mw

Park and Mori(2005) インバージョン解析 2.1×1020Nm 7.5

気象庁『地震月報(カタログ編)』 CMT解 2.11×1020Nm 7.5

防災科学技術研究所（F-net） CMT解 1.69×1020Nm 7.4

EIC地震学ノート (2004) インバージョン解析 1.7×1020Nm 7.4

＜2004年紀伊半島南東沖の地震（本震）について各知見により求められた地震モーメント＞

＜2004年紀伊半島南東沖の地震の余震分布＞
（東京大学地震研究所(2005)による）

＜2004年紀伊半島南東沖の地震の震央分布＞
（気象庁(2004)に赤い四角を加筆）

■ 2004年紀伊半島南東沖の地震（本震M7.4）は、紀伊半島の南東約100kmの位置の南海トラフ沿いのトラフ軸付近で発生した海洋プレート内地震であり、地震
モーメントは、Park and Mori(2005)及びEIC地震学ノート(2004)がインバージョン解析により求めているほか、気象庁『地震月報(カタログ編)』、防災科学技術研究
所（F-net）でも示されており、約1.7×1020Nm（Mw7.4）～約2.1×1020Nm（Mw7.5） である。

第1041回資料2-2-1 
p.97再掲
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2 海洋プレート内地震の津波評価

（１）南海トラフの海洋プレート内地震に関する調査
(②国内外でフィリピン海プレート（南海トラフ沿い）と類似したプレートで発生した地震)

No. 沈み込み帯
プレート年代 沈み込み速度 沈み込み角度 地震発生下端深さ 地震発生層の幅

(Ma) (mm/年) (°) (km) (km)

1 S.W.Japan 27～9 49 15 60 10

2 Ryukyu 44 69 36 280 30

3 N.E.Japan 128 86 24 600 50

4 Izu-Bonin 138 43 32 550 60

5 Philippine 48 101 35 650 40

6 Marianas 152 23 39 700 40

7 Kuriles 116 83 32 625 80

8 Kamchatka 105 79 38 625 60

9 Aleutians 56 73 36 280 40

10 Alaska 47 60 22 140 40

11 Sumatra 58 59 28 200 60

12 Java 80 68 28 650 80

13 Banda sea 84 72 27 670 70

14 New Hebrides 51 87 52 270 70

15 Tonga 107 79 37 650 60

16 Kermadec 98 60 42 570 40

17 New Zealand 103 44 38 350 40

18 Cascadia 9 39 17 80 20

19 Central America 18 68 27 200 50

20 Colombia 15 54 25 150 50

21 Peru 40 62 14 200 60

22 Central Chili 52 67 16 250 60

23 S.Chili 34 68 23 160 60

24 Caribbean 100 19 35 250 50

25 Scotia arc 38 8 54 180 80

26 Taiwan >32 82 41 200 50

27 Luzon 37～16 84～90 35 210 60

・沈み込み帯に沈み込む海洋プレートの特徴に関する検討の詳細は、 補足説明資料2章を参照。

■ 総合的な特徴として、敷地周辺に沈み込むフィリピン海プレートと特徴が比較的類似するCascadia沈み込み帯に沈み込むファンデフカプレートでは、海溝軸付近
でMw6.9の地震が発生している（1900年以降、USGSによる）。

第1041回資料2-2-1 
p.109再掲
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2 海洋プレート内地震の津波評価

（１）南海トラフの海洋プレート内地震に関する調査
(③海洋プレート厚さの地域性を考慮した地震規模)

1.0E+19

1.0E+20

1.0E+21

1.0E+22

1.0E+23

1 10 100 1000

地
震
モ
ー
メ
ン
ト
M

0
(N
m
)

地震発生層の幅(km)

■日本海溝沿いの沈み込む海洋プレート内地震について、海溝軸付近で発生した地震の最大規模は2012年に発生した地震のM7.3であり、海溝軸より沖合で発
生した地震の最大規模は1933年昭和三陸地震のM8.1である（気象庁(2012)）。

■敷地周辺に沈み込むフィリピン海プレートと太平洋プレートの地震発生層の地域性を、地震モーメントM0と断層幅Wのスケーリング則（M0∝W3）に基づき考慮す
ると、太平洋プレートでM8.1の地震が発生することは、フィリピン海プレートでM7.4の地震が発生することと等価である。

＜太平洋プレート（東北）＞

・地震発生層の幅：90km程度※

・地震規模： 日本周辺の太平洋プレートで

発生した海溝軸より沖合の地震の

最大規模M8.1

（1933年三陸沖の地震）

＜フィリピン海プレート（東海域）＞

・地震発生層の幅：40km程度※

・スケーリング則から想定される地震規模：M7.4

M0∝W3

太平洋ﾌﾟﾚｰﾄ（東北）

M8.1, W90km

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ海ﾌﾟﾚｰﾄ（東海）

M7.4, W40km

M0－W関係

＜1933年昭和三陸地震の震央分布＞
（気象庁(2012)に赤い四角を加筆） ＜地震モーメントM0と断層幅Wのスケーリング則による地震規模の算出＞

※ 地震発生層の幅の違いは、海洋プレートの厚さ（補足説明資料1章
参照）に基づき想定。

・地震規模Mから地震モーメントM0を求める際には佐藤ほか(1989)のM0－M関係式を用いる。

logM0(dyne-cm) = 1.5M + 16.2

第1041回資料2-2-1 
p.110再掲
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2 海洋プレート内地震の津波評価

（１）南海トラフの海洋プレート内地震に関する調査
(南海トラフの海洋プレート内地震の想定)

名 称 Mw
断層長さ
L(km)

津波の
伝播距離
Δ (km)

御前崎沖の想定沈み込む
海洋プレート内地震

7.5※1 80※1 38.0

※1 2004年紀伊半島南東沖の地震の震源インバージョン解析結果（Park and Mori(2005)）より設定。

南海トラフ

御前崎沖の
想定沈み込む
海洋プレート内地震

2004年紀伊半島

南東沖の地震

■ ここまでの調査を踏まえて、南海トラフの海洋プレート内地震を、以下のとおり想定した。

・発生位置は、南海トラフで発生する海洋プレート内地震の波源位置を予め特定することは困難であると考え、敷地に近づけることを前提とし、敷地前面の海溝軸沿いで敷地に
近い位置とした。

・地震規模は、①南海トラフで発生した過去地震の最大規模の他、②当該プレートと特徴が類似した海洋プレートで発生した地震規模、③海洋プレートの地域性を考慮した地
震規模についての調査結果に基づき、2004年紀伊半島南東沖の地震（M7.4）と同じ規模を想定することとし、2004年紀伊半島南東沖の地震の地震規模がMw7.4
（M0=約1.7×1020Nm）～Mw7.5（M0=約2.1×1020Nm）と推定されていることを踏まえ保守的な値（Mw7.5（M0=2.1×1020Nm））を考慮した。

■このように想定した地震を「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」と称する。

第1178回資料3-1
p.52再掲
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2 海洋プレート内地震の津波評価

（２）南海トラフ沖合の海洋プレート内地震に関する調査
(南海トラフ沖合の海洋プレート内地震の想定)

■南海トラフ沖合の海洋プレート内地震について、南海トラフ沖合のフィリピン海プレートの断層を日本周辺海域の広域の地質を地形判読および音波探査記録を用
いて網羅的に調査した日本周辺海域の第四紀地質構造図(徳山ほか(2001))により、確認した。

■その結果、南海トラフの沖合には、銭洲断層系（断層長さ126km）が認められることを確認した。銭洲断層系は、南海トラフ沖合の断層の中で断層長さが大きく、
敷地に近いことから影響が最も大きいと考えられる。

■そこで、「銭州断層系による海洋プレート内地震」を、南海トラフ沖合の海洋プレート内地震として想定した。

N

名称
断層長さ
L(km)

津波の
伝播距離
Δ(km)

銭洲断層系による
海洋プレート内地震

126※ 154.9

日本周辺海域の第四紀地質構造図

※ 活断層調査結果（第482回審査会合 資料2-1）

100km

30km

浜岡原子力発電所

2004年紀伊半島
南東沖の地震

御前崎沖の
想定沈み込む
海洋プレート内地震

銭洲断層系による
海洋プレート内地震
（活断層調査結果より）

伊豆島弧周辺

想定する南海トラフ沖合の海洋プレート内地震

（徳山ほか(2001)を基に作成）

第1152回資料1-2
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2 海洋プレート内地震の津波評価

検討対象とする地震の選定

■ 想定した海洋プレート内地震について、阿部(1989)の予測式により津波高を評価した結果、「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の影響が相対的に大
きいことを確認したことから、この地震を検討対象とする地震として選定した。

阿部(1989)の予測式による津波高の評価結果※1

名 称
断層
長さ

L(km)

地震
モーメントMo

(N・m)
Mw

津波の
伝播距離
Δ(km)

津波高
Ht(m)

御前崎沖の想定沈み込む
海洋プレート内地震

80※2 2.1×1020 7.5※2 38.0 2.3

銭洲断層系による
海洋プレート内地震

126※3 6.9×1020 7.8※4 154.9 1.3

海洋プレート内地震の断層位置

南海トラフ

御前崎沖の
想定沈み込む
海洋プレート内地震

2004年紀伊半島

南東沖の地震

logHt=Mw-logΔ-5.55

Ht：津波高 (m)
Mw：モーメントマグニチュード
Δ：津波の伝播距離（m）

阿部(1989)の予測式

銭洲断層系による
海洋プレート内地震

※1  阿部(1989)の予測式による津波高の算定手順は、後述の海域の活断層による地殻内地震の津波と同じ。
※2 2004年紀伊半島南東沖の地震の震源インバージョン解析結果（Park and Mori(2005)）
※3 活断層調査結果（第482回審査会合 資料2-1）。
※4  武村(1998)により断層長さから設定。

・なお、選定に当たっては、これら地震よりもさらに遠方の伊豆島弧周辺の地震に関する影響検討も実施し、
阿部(1989)の予測式による津波高が「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」より小さいことも確認した。
（補足説明資料4章を参照。）

第1152回資料1-2
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2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
（波源モデルの設定）

南海トラフ

御前崎沖の
想定沈み込む
海洋プレート内地震
（基準位置）

■ 「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」について、波源モデルを2004年紀伊半島南東沖の地震の分析結果等に基づき設定し、その波源位置を予め特
定することは困難であると考え、波源位置を敷地前面の海溝軸沿いで敷地に近い複数箇所に設定して、数値シミュレーションによる津波評価を実施した。

項目 設定値 設定根拠

断層長さ L(km) 80.0

Park and Mori(2005)
による2004年紀伊半島南東沖
の地震の震源インバージョン解
析結果に基づき設定

断層幅 W(km) 30.0

断層上端深さ (km) 3.0

断層下端深さ (km) 22.3

傾斜角 （°）
40.0

（南東傾斜）

地震モーメントM0 (Nm) 2.1×1020

Mw 7.5

断層面積 (km2) 2,400 断層長さ×断層幅

剛性率 μ (N/m2) 3.5×1010 土木学会(2016)

すべり量 D (m) 2.5 M0=μDLWの関係

すべり角 （°） 90.0
沈み込むフィリピン海プレートで
発生した地震等の特徴に基づき
逆断層型として保守的に設定

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震の断層パラメータ

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震の波源モデル

2004年紀伊半島
南東沖の地震

第1178回資料3-1
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■ 南海トラフ沿いのトラフ軸付近で発生した最大規模の沈み込む海洋プレート内地震である2004年紀伊半島南東沖の地震について、Park and Mori(2005)は、遠
地及び近地のデータを用いて波形インバージョン解析を行い、断層形状やすべり分布等を求めている。

■ 求められたパラメータは、震源断層長さ約80km、震源断層幅約30km、傾斜角40°であり、地震モーメントは2.1×1020Nm、Mw7.5となっている。

＜波形インバージョンにより求められたすべり分布＞
（Park and Mori(2005)による）

＜前震、本震、余震の震源断層面の位置関係＞
（Park and Mori(2005)に赤い四角、「本震」を追記）

本震

本震

＜波形インバージョンにより求められた震源パラメータ＞（Park and Mori(2005)に赤い四角、「本震」を追記）

2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
（2004年紀伊半島南東沖の地震の震源インバージョン解析結果（Park and Mori(2005)））

第1152回資料1-2
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2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
(沈み込むフィリピン海プレートで発生する地震の断層タイプ)

海洋プレート内地震は正断層は起こっていない（作業中）

■大規模な海洋プレート内地震が発生している東北沖は、厚い太平洋プレートが比較的急角度で沈み込んでおり、沈み込むプレートの下方への曲げにより、海溝軸付近の
プレート内部の浅い領域は伸張場で正断層型の地震が、深い領域は圧縮場で逆断層型の地震が発生している。浅い領域の正断層型地震は、地下構造探査で確認さ
れる海溝軸沖合の正断層地形（ホルスト・グラーベン構造）に対応しているとされる。（瀬野(1995)等）

■これに対し、南海トラフは、薄いフィリピン海プレートが比較的低角度で沈み込んで付加体が発達しており、トラフ軸付近の海洋プレート内部は圧縮場で逆断層型の地震が
発生している。また、トラフ軸の沖合では正断層地形が見られないなどの地学的背景を有している。（Craig et al.(2014)、中田(2015)等）

➡海洋プレート内地震の津波評価では、南海トラフに沈み込むフィリピン海プレートで発生した地震や地殻構造の特徴に基づき、逆断層タイプの波源モデルを設定。

前弧海盆

外縁隆起帯
南海トラフ（熊野灘）

フィリピン海プレートが比較的低角度で沈み込み、
プレート内部の領域に圧縮応力が働き、
逆断層型の地震が発生している。
また、正断層地形は認められない。

南海トラフ
（付加作用の卓越する沈み込み帯）

東北沖
（造構性侵食作用が卓越する沈み込み帯）

島弧地殻

(Miura et al., 2005）

南海トラフと東北沖の地殻構造
（内閣府(2012)を基に作成）

○ 日本海溝などの海洋プレート内部で起きる地震は、まずアウターライズから海溝軸にかけて、すなわち沈み込もうとしているプレートが曲げを受ける部分で起きる。これらの地震は浅い正断層型と深い逆断層
型に分かれる。プレートの曲げによって浅い部分には伸長応力が働き、深い部分は圧縮応力が働く。これらの地震はそのような応力によって起きると考えられ、ベンディング地震と呼ばれる。浅い正断層は、
海溝海側斜面の正断層地形（地塁－地溝構造、ホルストーグラーベン）に対応したものである。 (瀬野 (1995))

○ 日本海溝や伊豆小笠原海溝の周辺ではアウターライズと呼ばれる太平洋プレートの縁辺部に海溝軸に平行あるいは斜交する顕著な正断層が多数発達する。これらの正断層は長さ数10kmの断層が
殆どであり100kmを超える長大なものは限られている。これに対して南海トラフ周辺ではフィリピン海プレートにはこのような正断層は認められない。 (中田 (2015))

○ 南海トラフは、沈み込む海洋プレートの長さが短くまた沈み込み速度が小さいことから、プレートの下方への曲げが小さく、海洋プレートに作用する力としてプレートの曲げよりも圧縮応力が支配的となっている。
トラフ軸付近およびその沖側の海洋プレート内部における逆断層型の地震は、海洋プレートに作用する圧縮応力によって引き起こされている。 (Craig et al.(2014))

太平洋プレートが急角度で沈み込み、
プレートの曲げによって浅い領域に伸長応力が働き、
正断層型の地震が発生している。
また、正断層地形が認められる。

日本海溝（宮城沖）

地塁
（ホルスト）

地溝
（グラーベン）

海洋プレート内の正断層型の地震
に対応する正断層地形

逆断層型地震

正断層型地震

海溝軸付近の海洋プレート内で
発生した地震

（1964年~2013年のMw5以上の地震のうち、
解析によりメカニズム解が精度よく求められたもの）

（Craig et al.(2014)）

東北沖南海
トラフ

正断層

（Tsuru and Park(2000)を基に作成）

第1178回資料3-1
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2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
（波源モデルの設定：波源位置）

■ 南海トラフの海洋プレート内地震として想定した「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の波源位置は、敷地前面の海溝軸沿いで敷地に近い複数箇所
に設定することとし、平面位置と合わせて「2004年紀伊半島南東沖の地震」とその共役断層の傾斜方向も考慮した。

波源位置に関する設定条件

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震の波源位置

位置②（基準位置）

位置③

位置④

位置①

南海トラフ

2004年紀伊半島

南東沖の地震

項目 設定値

平
面
位
置

トラフ軸
方向

・波源の長さの1/2程度を目安に移動させ、
以下の4ケースを設定
：位置①（東に40km）

位置②（基準位置）
位置③（西に40km）
位置④（西に80km）

トラフ軸
直交方向

・波源の平面投影幅の1/2程度を目安に移動させ、
以下の4ケースを設定

：トラフ軸付近（基準位置）
内陸側に10km
内陸側に20km
内陸側に30km

傾斜方向

・「2004年紀伊半島南東沖の地震」と
その共役断層を考慮し、以下の2ケースを設定

：北西傾斜（傾斜角40°）
南東傾斜（傾斜角40°）

基準の波源位置(トラフ軸付近)

基準＋10～30kmの断層傾斜方向

波源位置に関する検討の概念図

3km

海側陸側

10km10km10km

北西
傾斜

南東
傾斜

10km10km

第1152回資料1-2
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■津波伝播計算には、非線形長波理論に基づく平面二次元の差分法を用いた。

■取放水設備からの敷地内への海水流入の有無について評価するため、取放水設備をモデル化し、津波伝播計算と管路モデルの水理応答計算との連成解析
を実施した。

取放水設備のモデル化範囲（1号炉～5号炉共通）

取水設備 ： 取水塔～取水トンネル～取水槽

放水設備 ： 放水口～放水トンネル～放水ピット

2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
(計算手法)

防波壁
T.P.+22m

取水トンネル

取水塔

津波伝播計算
：平面二次元の差分法

取放水設備
：一次元管路モデルによる水理応答計算

津波伝播

T.P.-10m程度

取水塔呑口下端レベルT.P.-6m

取水槽
溢水防止壁
３・４号炉：T.P.+10m
５号炉 ：T.P.+12m

数値シミュレーションのイメージ

約600m

敷地内

連成

海水ポンプ

T.P.0m

水位下降側

水位上昇側

第509回資料1-1
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・地震による津波（プレート間地震、海洋プレート内地震、海域の活断層による地殻内地震の津波）は、全て同じ計算手法、計算条件で実施。
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2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
(計算条件)

項目 計算条件 （津波の数値シミュレーション）

基礎方程式 ・非線形長波理論（浅水理論）の連続式及び運動方程式

計算領域 ・南北約2,500km×東西約3,000kmの領域

格子分割サイズ
・計算格子は沖合での最大6,400mから3,200m、1,600m、800m、400m、200m、100m、50m、25m、12.5m、6.25m
と1/2ずつ徐々に細かい格子間隔を設定

境界条件

・沖側境界条件はCerjan et al.(1985)の吸収境界

・格子分割サイズが100m以上の領域では汀線で完全反射境界

・格子分割サイズが50m～6.25mの領域では陸域への遡上計算を実施

・津波先端部の移動境界条件は小谷ほか（1998）

初期潮位
・水位上昇側 朔望平均満潮位 T.P.+0.80m

・水位下降側 朔望平均干潮位 T.P.－0.93m （朔望平均満潮位・干潮位とも御前崎検潮所2003～2012年の平均値）

海面変位
・弾性体理論に基づく方法により計算した地盤変位に基づき設定
鉛直変位量のみでなく水平方向の海底地形の起伏の移動による鉛直方向の地形変化量も考慮（Tanioka and Satake(1996))

海底摩擦損失係数 ・マニングの粗度係数0.025m-1/3/s

水平渦動粘性係数 ・10m2/s

計算時間間隔 ・0.125s

計算時間 ・3時間

項目 計算条件 （水路及び水槽）

基礎方程式
・管水路および開水路の連続式及び運動方程式

・水槽の水位計算式

計算領域

・取水路 (1～4号)取水塔～取水トンネル～取水槽
(5号） 取水塔～取水トンネル～取水槽～原子炉機器冷却海水取水路～原子炉機器冷却海水ポンプ室

・連絡水路 ：2号取水トンネル～3号取水槽～4号取水槽～5号取水槽
・放水路 ：放水口～放水トンネル～放水ピット

マニングの粗度係数
・取水路、連絡水路 ： n = 0.025m-1/3s

・放水路 ： n = 0.020m-1/3s
計算時間間隔 ・0.025s

■津波伝播計算には、非線形長波理論に基づく平面二次元の差分法を用いた。
■取放水設備からの敷地内への海水流入の有無について評価するため、取放水設備をモデル化し、津波伝播計算と管路モデルの水理応答計算との連成解析

を実施した。
■計算条件は以下のとおり。

※計算条件の詳細は、第1061回資料1-3 3-1章を参照。

第1152回資料1-2
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■水位上昇側の津波評価では、津波による敷地への影響を確認するため、敷地前面（防波壁・改良盛土の前面の陸部、1~5号放水口を含む）及び取水トンネ
ルを介して前面海域と繋がっている取水槽地点の最大上昇水位で評価した。

■水位上昇側の津波評価では、安全評価上、地震による敷地の地盤隆起は考慮せず、地盤沈降は考慮して評価した。

第981回資料1-2
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浜岡原子力発電所の概要

防波壁

取水槽
取水塔

津波伝播

T.P.-10m程度
取水塔呑口下端レベル

T.P.-6m

取水槽溢水防止壁汀線

海水ポンプ

取水トンネル

水位上昇側

敷地前面

 
新 

野 

川 

１・２号取水槽

５号
取水塔

１号
取水塔

５号炉
５号
取水槽

４号
取水塔

３号
取水塔

４号炉

２号
取水塔

３号
取水槽

４号
取水槽

１号炉
２号炉

３号炉

0 100 200m

凡例

取水槽溢水防止壁 3、4号 T.P.+10m
5号 T.P.+12m

防波壁（T.P.+22m）

改良盛土（T.P.+22m～+24m）

敷地前面（防波壁・改良盛土
の前面の陸部、1~5号放水口を含む）

敷地前面
（防波壁・改良盛土の前面の陸部、1~5号放水口を含む）

3号
放水口

4号
放水口

5号
放水口

1・２号
放水口

2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
(水位上昇側の評価地点及び評価方法)

・評価地点及び評価方法は、基準津波の策定の各津波評価おいて共通としている。
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-10
-5
0
5
10
15

0 60 120 180
分

水位の時刻歴波形
（取水塔）

水
位

(T
.P

.m
)

浜岡原子力発電所の概要

防波壁
津波伝播 取水槽溢水防止壁

取水塔

T.P.-10m程度
取水塔呑口下端レベルT.P.-6m

取水槽

水位下降側

「水位低下時間」の算定方法

○津波時に取水塔での水位が、地盤隆起を考慮
した取水塔呑口下端レベル(T.P.-6m)以下と
なる時間を「水位低下時間」として算定する。

水位低下時間

「水位低下時間」の算定方法の例

取水槽で原子炉機器冷却水系に必要な海水
を20分以上確保可能な構造

・点線：取水塔呑口下端レベル（地盤隆起量を考慮）
・上図は、地盤隆起が地震によって約1m生じた場合の例

■浜岡原子力発電所は、津波時の水位低下により取水塔呑口から取水ができなくなった場合においても、敷地内に設置されている取水槽で原子炉機器冷却水系に
必要な海水を20分以上確保可能な構造となっている。

■水位下降側の津波評価では、引き津波に対する取水性を確認するため、取水塔地点の最大下降水位と、取水塔地点の水位が取水塔呑口下端レベル（T.P.-
6m）を下回り取水塔から取水できない時間（水位低下時間）を評価した。

なお、最大下降水位時に海底面がほぼ露出している（水深1m未満である）場合、最大下降水位を「海底面」と表記した。

■水位下降側の津波評価では、安全評価上、地震による敷地の地盤隆起は考慮して、地盤沈降は考慮せず評価した。

水位下降

海水ポンプ

取水トンネル

2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
(水位下降側の評価地点及び評価方法)

・評価地点及び評価方法は、基準津波の策定の各津波評価おいて共通としている。
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2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
(波源位置に関する検討における選定の考え方)

■敷地への影響が大きいケースの選定に当たっては、全ての評価地点において津波高等の最大値を持つケースもしくはその組合せ（複数ケース）を選定することとした。

代表ケース選定の考え方

(2) 全ての検討ケースのうち、①もしくは②に該当するケースを代表ケース
として選定

①着目する全ての評価地点において津波高等の最大値を持つケース
（1ケース）

②上記が存在しない場合は、着目する全ての評価地点における津波高
等の最大値を網羅する組合せ（複数ケース）

敷地への影響が大きいケース（代表ケース）の選定

①着目する全ての評価地点において津波高等の最大値を
持つケース（１ケース）の例

評価地点の津波高（m)

地点a b c d e

ケース①-1 6.4 5.1 8.9 9.5 11.6

ケース①-2 6.2 5.0 8.8 9.3 11.6

➡選定

➡選定しない

＜代表ケースの選定イメージ＞

着目する評価地点の津波高（m)

地点a b c d e

ケース②-1 6.2 5.0 8.8 9.3 11.6

ケース②-2 6.4 5.1 8.9 9.5 11.5

➡選定
➡選定

赤字：評価地点毎の最大値

②着目する全ての評価地点における津波高等の最大値を網羅する
組合せ（複数ケース）の例

(1) 検討ケースの中で、評価地点ごとに津波高等（小数第1位に切上
げ）の最大値を持つケースを抽出

上記に該当するケース・組合せが複数ある場合には、それらのケースについて
さらに小さい桁数まで比較して、再度①もしくは②に該当するケースを選定

(3) (2)により選定した代表ケースについて、(1)により抽出したケースと、
その津波波形を比較し、異なる傾向（津波波形の全体的な形状
が異なる、最大値が発生する波峰等が異なる、等）を有するケース
がないかを確認することにより、適切に代表ケースが選定されているこ
とを確認。

異なる傾向を有するケースがないかを確認することにより代表性を確認
＜選定した代表ケースの波形比較イメージ＞

水
位

(T
.P

.m
)

20

0

0 60 120 180 (分)1509030

11.6

水
位

(T
.P

.m
)

20

0

0 60 120 180(分)1509030

地点e

地点e

その他のケース
(ケース①-2)

選定ケース
（ケース①-1）

11.6

・プレート間地震による津波と同じ考え方で選定した。
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2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
波源位置に関する検討（水位上昇側）

■ 各波源位置における敷地前面および取水槽地点の最大上昇水位を示す。

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮
・赤字：各評価地点における最大値

位置
最大上昇水位(T.P.m)

北西傾斜

トラフ軸方向 トラフ軸直交方向
敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

位置①
(東に40km)

トラフ軸付近 4.2 2.5 3.1 3.1 3.3 

内陸側10km 4.3 1.9 2.8 2.8 2.4 

内陸側20km 4.8 2.4 3.5 3.5 3.6 

内陸側30km 4.4 2.5 3.3 3.3 3.4 

位置②
(基準位置)

トラフ軸付近 4.2 2.4 3.0 3.1 3.0 

内陸側10km 4.4 2.2 2.9 2.9 2.7 

内陸側20km 6.1 2.3 3.5 3.5 3.7 

内陸側30km 5.3 2.6 3.7 3.7 4.1 

位置③
(西に40km)

トラフ軸付近 3.5 1.8 2.2 2.3 2.3 

内陸側10km 3.5 1.9 2.2 2.3 2.4 

内陸側20km 3.5 2.1 2.5 2.5 2.6 

内陸側30km 3.5 2.1 2.6 2.7 2.6 

位置④
(西に80km)

トラフ軸付近 2.6 1.6 1.9 1.9 2.2 

内陸側10km 2.6 1.7 2.0 2.0 2.3 

内陸側20km 2.4 1.7 1.9 2.0 2.3 

内陸側30km 2.5 1.8 2.0 2.0 2.1 

位置
最大上昇水位(T.P.m)

南東傾斜

トラフ軸方向 トラフ軸直交方向
敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

位置①
(東に40km)

トラフ軸付近 5.2 2.5 3.3 3.3 3.7 

内陸側10km 4.4 2.6 3.5 3.4 3.7 

内陸側20km 3.9 2.8 3.4 3.5 3.5 

内陸側30km 2.3 1.9 2.1 2.1 2.3 

位置②
(基準位置)

トラフ軸付近 4.4 2.5 3.2 3.3 3.5 

内陸側10km 6.0 2.9 3.7 3.7 4.2 

内陸側20km 4.9 2.6 3.8 3.8 4.0 

内陸側30km 3.4 2.2 2.7 2.7 2.6 

位置③
(西に40km)

トラフ軸付近 4.7 1.8 2.2 2.3 2.3 

内陸側10km 3.2 2.0 2.4 2.5 2.5 

内陸側20km 4.7 2.5 3.2 3.2 3.5 

内陸側30km 3.6 2.4 3.1 3.1 3.1 

位置④
(西に80km)

トラフ軸付近 3.1 1.7 1.8 1.9 2.2 

内陸側10km 2.9 1.7 1.9 2.0 2.3 

内陸側20km 2.6 1.8 1.9 2.0 2.3 

内陸側30km 2.7 1.8 2.1 2.1 2.0 
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2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
波源位置に関する検討（水位上昇側）

■ 各波源位置における敷地前面および取水槽地点の最大上昇水位を示す。

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

南海トラフ

位置②

位置③

位置④

位置①

波源モデルの位置

最
大

上
昇

水
位

(T
.P

.m
)

T.P. +6.1m

位置①

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

位
置
④

位
置
③

位
置
②

位
置
①

位
置
④

位
置
③

位
置
②

位
置
①

位
置
④

位
置
③

位
置
②

位
置
①

位
置
④

位
置
③

位
置
②

位
置
①

内陸側30km内陸側20km内陸側10km基準

北西・南東傾斜

南東傾斜

北西傾斜

北西傾斜
南東傾斜

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

位
置
④

位
置
③

位
置
②

位
置
①

位
置
④

位
置
③

位
置
②

位
置
①

位
置
④

位
置
③

位
置
②

位
置
①

位
置
④

位
置
③

位
置
②

位
置
①

内陸側30km内陸側20km内陸側10km基準

北西・南東傾斜

南東傾斜

北西傾斜

位置② 位置③ 位置④

ト
ラ

フ
軸

付
近

内
陸

側
1
0
k
m

内
陸

側
2
0
k
m

内
陸

側
3
0
k
m

ト
ラ

フ
軸

付
近

内
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側
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陸
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陸
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陸

側
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m

内
陸

側
3
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m

最
大

上
昇

水
位

(T
.P

.m
)

T.P. +2.9m

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

位
置
④

位
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③

位
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②

位
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位
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④

位
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③

位
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②

位
置
①

位
置
④

位
置
③
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位
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①
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④

位
置
③
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置
②

位
置
①

内陸側30km内陸側20km内陸側10km基準

北西・南東傾斜

南東傾斜

北西傾斜

北西傾斜
南東傾斜
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位
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内陸側30km内陸側20km内陸側10km基準

北西・南東傾斜

南東傾斜

北西傾斜

最
大

上
昇

水
位
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.m
)

T.P. +3.8m
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内陸側30km内陸側20km内陸側10km基準
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南東傾斜

北西傾斜

北西傾斜
南東傾斜
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①

内陸側30km内陸側20km内陸側10km基準

北西・南東傾斜

南東傾斜

北西傾斜
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南東傾斜

北西傾斜

敷地前面

1,2号取水槽

3号取水槽

5号取水槽

4号取水槽
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敷地前面の最大上昇水位

1,2号取水槽の最大上昇水位

3号取水槽の最大上昇水位

位置① 位置② 位置③ 位置④
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陸
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陸
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陸
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4号取水槽の最大上昇水位

位置① 位置② 位置③ 位置④
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5号取水槽の最大上昇水位
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2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
波源位置に関する検討（水位下降側）

位置

３、４号取水塔 最大下降水位
(T.P.m) (水位低下時間)

北西傾斜

トラフ軸
方向

トラフ軸
直交方向

3号取水塔 4号取水塔

位置①
(東に40km)

トラフ軸付近 -5.6（なし） -5.6（なし）

内陸側10km -6.2（0.2分） -6.2（0.1分）

内陸側20km -6.9（0.8分） -6.8（0.7分）

内陸側30km -4.6（なし） -4.6（なし）

位置②
(基準位置)

トラフ軸付近 -6.1（なし） -6.0（なし）

内陸側10km -6.3（0.2分） -6.2（0.2分）

内陸側20km -7.0（0.9分） -7.0（0.9分）

内陸側30km -4.5（なし） -4.6（なし）

位置③
(西に40km)

トラフ軸付近 -2.6（なし） -2.4（なし）

内陸側10km -2.7（なし） -2.6（なし）

内陸側20km -3.5（なし） -3.5（なし）

内陸側30km -5.4（なし） -5.3（なし）

位置④
(西に80km)

トラフ軸付近 -2.4（なし） -2.3（なし）

内陸側10km -2.1（なし） -2.1（なし）

内陸側20km -2.1（なし） -2.0（なし）

内陸側30km -2.1（なし） -2.1（なし）

■ 各波源位置における3，4号取水塔地点の最大下降水位を示す。

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・なし：水位低下時間が発生していないことを示す。
・赤字：各評価地点における最大値

入れ替えVer.

位置

３、４号取水塔 最大下降水位
(T.P.m) (水位低下時間)

南東傾斜

トラフ軸
方向

トラフ軸
直交方向

3号取水塔 4号取水塔

位置①
(東に40km)

トラフ軸付近 -3.6（なし） -3.5（なし）

内陸側10km -4.9（なし） -4.9（なし）

内陸側20km -3.3（なし） -3.4（なし）

内陸側30km -2.4（なし） -2.4（なし）

位置②
(基準位置)

トラフ軸付近 -3.9（なし） -3.9（なし）

内陸側10km -5.4（なし） -5.3（なし）

内陸側20km -4.7（なし） -4.7（なし）

内陸側30km -2.6（なし） -2.6（なし）

位置③
(西に40km)

トラフ軸付近 -2.4（なし） -2.2（なし）

内陸側10km -2.3（なし） -2.2（なし）

内陸側20km -4.2（なし） -4.1（なし）

内陸側30km -4.1（なし） -4.1（なし）

位置④
(西に80km)

トラフ軸付近 -1.9（なし） -1.9（なし）

内陸側10km -2.0（なし） -2.0（なし）

内陸側20km -2.0（なし） -2.0（なし）

内陸側30km -2.0（なし） -2.1（なし）
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2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
波源位置に関する検討（水位下降側）

入れ替えVer.

■ 各波源位置における3，4号取水塔地点の最大下降水位を示す。

南海トラフ

位置②

位置③

位置④

位置①

波源モデルの位置

最
大

下
降

水
位

(T
.P

.m
)

0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0
T.P. -7.0m（水位低下時間0.9分）

0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0 T.P. -7.0m（水位低下時間0.9分）
北西傾斜
南東傾斜

北西傾斜
南東傾斜

3号取水塔
4号取水塔

3号取水塔の最大下降水位 4号取水塔の最大下降水位

位置① 位置② 位置③ 位置④

ト
ラ

フ
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内
陸
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1
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k
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・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
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2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価
（津波評価結果）

■海洋プレート内地震の津波評価結果について、敷地への影響が大きいプレート間地震の津波評価結果と並べて示す。

■ 海洋プレート内地震の津波による影響は、 Mw9クラスのプレート間地震の津波（断層パラメータに関するパラメータスタディ実施前の検討波源モデル）による影響
と比較して明らかに小さいことを確認したことから、断層パラメータに関するパラメータスタディまでは実施しないこととした。

津波発生要因
最大上昇水位(T.P. m)

備考敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

プレート間地震
南海トラフのプレート間地震
基準断層モデルA、D
（パラメータスタディ実施前のモデル）

19.6 4.6 7.2 8.0 9.9 検討波源モデルA、 大すべり域位置：基準位置

10.7 5.1 6.8 6.7 8.7 検討波源モデルD、 大すべり域位置：基準位置

津波発生要因
最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)

備考
3号取水塔 4号取水塔

プレート間地震
南海トラフのプレート間地震
基準断層モデルA、D
（パラメータスタディ実施前のモデル）

海底面(4.3min) 海底面(4.3min) 検討波源モデルA、 大すべり域位置：基準位置

海底面(8.7min) 海底面(8.8min) 検討波源モデルD、 大すべり域位置：基準位置

津波発生要因
最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)

備考
3号取水塔 4号取水塔

海洋プレート内地震 御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震 -7.0(0.9min) -7.0(0.9min) 断層位置：位置②・内陸側に20km・北西傾斜

津波発生要因
最大上昇水位(T.P. m)

備考敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

海洋プレート内地震 御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

6.1 2.3 3.5 3.5 3.7 断層位置：位置②・内陸側に20km・北西傾斜

6.0 2.9 3.7 3.7 4.2 断層位置：位置②・内陸側に10km・南東傾斜

4.9 2.6 3.8 3.8 4.0 断層位置：位置②・内陸側に20km・南東傾斜

（水位上昇側）

（水位下降側）

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮 ・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・水位低下時間：取水塔地点の水位が取水塔吞口下端レベル(T.P.-6m)を下回り取水塔から取水できない時間

（なし：水位低下時間が発生していないことを示す。）
・海底面：最大下降水位時に海底面(約T.P.-10m)がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

・太字：海洋プレート内地震の津波評価結果の中で各評価地点への影響が最も大きい値
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2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価結果
（水位上昇側）

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

6.1 2.3 3.5 3.5 3.7

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

6.0 2.9 3.7 3.7 4.2

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

断層位置：位置②・内陸側に20km・北西傾斜

・網掛け部の上端は当該地点の標高

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

4.9 2.6 3.8 3.8 4.0

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

断層位置：位置②・内陸側に10km・南東傾斜 断層位置：位置②・内陸側に20km・南東傾斜

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮
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2 海洋プレート内地震の津波評価

海洋プレート内地震の津波評価結果
（水位下降側）

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

断層位置：位置②・内陸側に20km・北西傾斜

水位の時刻歴波形

最大水位低下時間：0.9min 最大水位低下時間：0.9min

水
位

(T
.P

.
m

)

4号取水塔

水
位

(T
.P

.
m

)

3号取水塔

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

(T.P.m)

0 1km
最大下降水位分布

・点線は取水塔呑口
下端レベル

波源モデル

浜岡原子力発電所

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

-7.0(0.9min) -7.0(0.9min) ・朔望平均干潮位T.P.-0.93mを考慮
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3 地震による津波の評価結果まとめ

地震による津波の評価結果一覧（再掲）

■ 地震による津波の評価結果は以下のとおり。

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

（水位上昇側）

（水位下降側）

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・水位低下時間：取水塔地点の水位が取水塔吞口下端レベル(T.P.-6m)を下回り取水塔から取水できない時間

（なし：水位低下時間が発生していないことを示す。）
・海底面：最大下降水位時に海底面(約T.P.-10m)がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

津波発生要因
最大上昇水位(T.P. m)*1

備考敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

プレート間地震 南海トラフのプレート間地震
22.7 4.6 7.3 8.1 10.1

検討波源モデルA （基準断層モデル1-1）東海地域の大すべり域1箇所：東へ40km
ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

19.8 6.4 9.0 9.6 11.8
検討波源モデルD（基準断層モデル3-2）東海地域の大すべり域1箇所：東へ60km
ライズタイム60s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

海洋プレート内地震 御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

6.1 2.3 3.5 3.5 3.7 断層位置：位置②・内陸側に20km・北西傾斜

6.0 2.9 3.7 3.7 4.2 断層位置：位置②・内陸側に10km・南東傾斜

4.9 2.6 3.8 3.8 4.0 断層位置：位置②・内陸側に20km・南東傾斜

海域の活断層による
地殻内地震

御前崎海脚西部の断層帯の地震
5.0 2.2 2.9 3.0 2.7 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：100°、断層上端深さ：0km

4.3 2.2 3.0 3.1 2.9 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：90°、断層上端深さ：2.5km

A-5・A-18断層の地震 6.2 1.7 2.1 2.2 2.3 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：80°、断層上端深さ：0km

A-17断層の地震 1.5 1.3 1.5 1.5 1.5 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：80°、断層上端深さ：0km

遠州断層系の地震
3.3 1.5 1.9 1.9 1.9 傾斜角：80°、すべり角：160°、断層上端深さ：0km

3.1 1.9 2.5 2.5 2.3 傾斜角：100°、すべり角：160°、断層上端深さ：5km

津波発生要因
最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)

備考
3号取水塔 4号取水塔

プレート間地震 南海トラフのプレート間地震 海底面(13.6min) 海底面(13.5min)
検討波源モデルA（基準断層モデル2-3）
東海地域の大すべり域2箇所：東へ30km・距離120km
ライズタイム90s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P1

海洋プレート内地震 御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震 -7.0(0.9min) -7.0(0.9min) 断層位置：位置②・内陸側に20km・北西傾斜

海域の活断層による
地殻内地震

御前崎海脚西部の断層帯の地震 -6.1(0.6min) -6.0(0.5min) 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：90°、断層上端深さ：0km

A-5・A-18断層の地震 -2.0(なし) -2.0(なし) 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：80°、断層上端深さ：0km

A-17断層の地震 -1.5(なし) -1.5(なし) 傾斜角：50°(浅部)・25°(深部)、すべり角：90°、断層上端深さ：0km

遠州断層系の地震 -2.2(なし) -2.2(なし) 傾斜角：100°、すべり角：160°、断層上端深さ：2.5km

1,2号取水槽の閉塞に関する追記

*1 防波壁の高さを無限大として解析を実施。また、１・２号取水槽周りに高さ無限大の壁を設定して解析を実施。
・防波壁に関しては、基準津波の確定後、必要な津波対策を実施予定。1、2号取水槽に関しては、基準津波の確定後、
1号取水路出口流路の縮小(流路面積1.0m²)・2号取水路出口流路の閉塞等の対応を実施予定。

太字：全評価結果の中で、敷地への影響が最も大きいケース

第1208回資料1-2
p.97再掲



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 47

津波発生要因 敷地前面(海岸線：5号放水口地点)における水位の時刻歴波形 備考

プレート間地震 南海トラフのプレート間地震

検討波源モデルA （基準断層モデル1-1）
東海地域の大すべり域1箇所：東へ40km
ライズタイム60s、破壊伝播速度 2.5km/s、
破壊開始点P4

海洋プレート内地震 御前崎沖の想定沈み込む
海洋プレート内地震

断層位置：位置②・内陸側に20km・
北西傾斜

海域の活断層による
地殻内地震

御前崎海脚西部の断層帯
の地震

傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、
すべり角：100°、断層上端深さ：0km

A-5・A-18断層の地震 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、
すべり角：80°、断層上端深さ：0km

A-17断層の地震 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、
すべり角：80°、断層上端深さ：0km

遠州断層系の地震 傾斜角：80°、すべり角：160°、
断層上端深さ：0km

-10.0
-5.0
0.0
5.0
10.0
15.0
20.0
25.0
30.0

■ 各津波発生要因の水位の時刻歴波形は以下のとおり。

水
位
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.m
)

0 30 60 90 120 150 180(分)
時間

3 地震による津波の評価結果まとめ

地震による津波の評価結果
(水位上昇側の水位の時刻歴波形)

水
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)
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津波発生要因 4号取水塔地点における水位の時刻歴波形 備考

プレート間地震 南海トラフのプレート間地震

検討波源モデルA（基準断層モデル2-3）
東海地域の大すべり域2箇所：東へ30km・
距離120km
ライズタイム90s、破壊伝播速度 1.0km/s、
破壊開始点P1

海洋プレート内地震 御前崎沖の想定沈み込む
海洋プレート内地震

断層位置：位置②・内陸側に20km・
北西傾斜

海域の活断層による
地殻内地震

御前崎海脚西部の断層帯
の地震

傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、
すべり角：90°、断層上端深さ：0km

A-5・A-18断層の地震 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、
すべり角：80°、断層上端深さ：0km

A-17断層の地震 傾斜角：50°(浅部)・25°(深部)、
すべり角：90°、断層上端深さ：0km

遠州断層系の地震 傾斜角：100°、すべり角：160°、
断層上端深さ：2.5km

■ 各津波発生要因の水位の時刻歴波形は以下のとおり。

水
位

(T
.P

.m
)

0 30 60 90 120 150 180(分)
時間

3 地震による津波の評価結果まとめ

地震による津波の評価結果
(水位下降側の水位の時刻歴波形)

水
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)
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)
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)
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3 地震による津波の評価結果まとめ

プレート間地震の津波評価結果

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

22.7*1 4.6 7.3 8.1 10.1

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

19.8
6.4*2

(3.1) 9.0 9.6 11.8

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(13.6min)

海底面
(13.5min)

水位上昇側 水位下降側

*1 防波壁の高さを無限大として解析を実施。今後、基準津波の確定後、必要な対策を実施していく。
*2 １・２号取水槽周りに高さ無限大の壁を設定して解析を実施。なお、括弧内の数値は、取水路の設備対策（1号取水路出口流路の縮小(流路面積1.0m2)・2号取水路出口流路の閉塞）を実施した場合における解析結果。

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

基準断層モデル1-1
検討波源モデルＡ 大すべり域の数：東海地域1箇所

大すべり域の位置：東へ40km移動
ライズタイム60s

破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

・網掛け部の上端は当該地点の標高

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

基準断層モデル3-2
検討波源モデルD 大すべり域の数：東海地域1箇所

大すべり域の位置：東へ60km移動
ライズタイム60s

破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

波源モデル

浜岡原子力発電所

3号取水塔 4号取水塔

水位の時刻歴波形

最大下降水位分布

0 1km

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

最大水位低下時間：13.5min最大水位低下時間：13.6min

・網掛け部の上端は当該地点の標高
・点線は取水塔呑口 下端レベル

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

検討波源モデルA 大すべり域の数：東海地域2箇所
大すべり域の位置：敷地に近い大すべり域を東へ30km移動・

大すべり域間の距離120km、
ライズタイム90s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P1

基準断層モデル2-3

波源モデル

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

0 1km

第1109回資料1-1
p.84再掲

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・海底面：最大下降水位時に海底面(約T.P.-10m)がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。
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3 地震による津波の評価結果まとめ

海洋プレート内地震の津波評価結果
（水位上昇側）

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

6.1 2.3 3.5 3.5 3.7

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

6.0 2.9 3.7 3.7 4.2

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

断層位置：位置②・内陸側に20km・北西傾斜

・網掛け部の上端は当該地点の標高

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km
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15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

4.9 2.6 3.8 3.8 4.0

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0
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15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

断層位置：位置②・内陸側に10km・南東傾斜 断層位置：位置②・内陸側に20km・南東傾斜

30.0

25.0

20.0

15.0
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5.0

0.0

(T.P.m)

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所
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3 地震による津波の評価結果まとめ

海洋プレート内地震の津波評価結果
（水位下降側）

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

断層位置：位置②・内陸側に20km、北西傾斜

水位の時刻歴波形

最大水位低下時間：0.9min 最大水位低下時間：0.9min

水
位

(T
.P

.
m

)

4号取水塔

水
位

(T
.P

.
m

)

3号取水塔

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

(T.P.m)

0 1km
最大下降水位分布

・点線は取水塔呑口
下端レベル

波源モデル

浜岡原子力発電所

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

-7.0(0.9min) -7.0(0.9min) ・朔望平均干潮位T.P.-0.93mを考慮
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3 地震による津波の評価結果まとめ

海域の活断層による地殻内地震の津波評価結果
(水位上昇側1/2)

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

4.3 2.2 3.0 3.1 2.9

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

御前崎海脚西部の断層帯の地震

傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)
すべり角：90°

断層上端深さ：2.5km

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

6.2 1.7 2.1 2.2 2.3

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位
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)

水
位
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.m
)

0 1km
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5.0

0.0

(T.P.m)

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

A-5・A-18断層の地震

傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)
すべり角：80°

断層上端深さ：0km

波源モデル

浜岡原子力発電所

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

5.0 2.2 2.9 3.0 2.7 

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)
すべり角：100°

断層上端深さ：0km

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所
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3 地震による津波の評価結果まとめ

海域の活断層による地殻内地震の津波評価結果
(水位上昇側2/2)

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

3.3 1.5 1.9 1.9 1.9

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

3.1 1.9 2.5 2.5 2.3

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

遠州断層系の地震

傾斜角：80°
すべり角：160°

断層上端深さ：0km

・網掛け部の上端は当該地点の標高

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

傾斜角：100°
すべり角：160°

断層上端深さ：5km

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

1.5 1.3 1.5 1.5 1.5

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

A-17断層の地震

傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)
すべり角：80°

断層上端深さ：0km

波源モデル

浜岡原子力発電所
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3 地震による津波の評価結果まとめ

海域の活断層による地殻内地震の津波評価結果
(水位下降側1／2)

御前崎海脚西部の断層帯の地震

3号取水塔 4号取水塔

水位の時刻歴波形

最大下降水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)
すべり角：90°

断層上端深さ：0km

最大水位低下時間：0.6min 最大水位低下時間：0.5min

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

-6.1(0.6min) -6.0(0.5min)

波源モデル

浜岡原子力発電所

A-5・A-18断層の地震

・朔望平均干潮位T.P.-0.93mを考慮
・なし：水位低下時間が発生していないことを示す。

・網掛け部の上端は当該地点の標高
・点線は取水塔呑口下端レベル

3号取水塔 4号取水塔

水位の時刻歴波形

最大下降水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)
すべり角：80°

断層上端深さ：0km

最大水位低下時間：なし 最大水位低下時間：なし

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

-2.0(なし) -2.0(なし)

波源モデル

浜岡原子力発電所
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3 地震による津波の評価結果まとめ

海域の活断層による地殻内地震の津波評価結果
(水位下降側２／２)

・朔望平均干潮位T.P.-0.93mを考慮
・なし：水位低下時間が発生していないことを示す。

・網掛け部の上端は当該地点の標高
・点線は取水塔呑口下端レベル

遠州断層系の地震

3号取水塔 4号取水塔

水位の時刻歴波形

最大下降水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

傾斜角：100°
すべり角：160°

断層上端深さ：2.5km

最大水位低下時間：なし 最大水位低下時間：なし

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

-2.2(なし) -2.2(なし)

波源モデル

浜岡原子力発電所

A-17断層の地震

3号取水塔 4号取水塔

水位の時刻歴波形

最大下降水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

傾斜角：50°(深さ6km以浅)・25°(深さ6km以深)
すべり角：90°

断層上端深さ：0km

最大水位低下時間：なし 最大水位低下時間：なし

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

-1.5(なし) -1.5(なし)

波源モデル

浜岡原子力発電所
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